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首里城正殿の龍の配置と様式についての考察

西村貞雄
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はじめに 1．龍と宝珠の関係

首里城正殿には工夫された意匠がある。その意

匠には龍や獅子像等があり、絵や彫刻として効果

的に表現されている。その意匠を知ることは、首

里城の美意識や思想的な背景を理解する手掛かり

になると考える。特に33体の龍が配置された構成

にはそれぞれの様式があり、込み入った仕組みが

ある。また、形態の上からも優れた表現がなされ

ているが、時代の変遷などに伴って形態が崩れ意

味も理解されない状態で今日にいたっている。
あきよう

その一端として復元後も論争を呼んでいる阿形
うんざようつい

、畔形の対で表されている大龍柱でIま、「向き-

の問題が未解決である。

この稿では龍に視点をあて、首里城正殿の龍の

形態と様式から龍がどの様に取り入れられている

かを宝珠との関係で考察する。

建物の持つ意味合いとそれに伴う方向性を理解

するには、建物に付随する意匠を読むということ

が重要になってくる。なぜ、首里城正殿に龍が取

り入れられているのか、しかも33体もの龍が配置

されていると言う事は何を意味しているのか。龍

の様式や形態を理解することは、その時代の思想

的な背景を知る手掛かりになり、より良く首里城

を理解するきっかけをつくることにもなると考え

る。

龍と虎を取り入れている「龍虎の世界」という

関係はよく知られている。しかし、建物に取り入

れられているのは龍と獅子の方が多い。首里城で

も龍と獅子が組み合わされている。正殿を正面か

ら見ると、大棟の龍頭棟飾り、降棟の獅子像、唐

破風の龍頭棟飾りと妻飾りの金龍五色の雲、透し

＊DepartmentofSculpture，ＣｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.，Ｕｎｉｖ・ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ．
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力､、また、全体にちりばめられているかになって

いるが、日輪と瑞雲（碑文③）という組み合わせ

も多く見受けられる。これらは、漆器等の工芸品

や碑文、位牌等の意匠としてもよく使われる。首

里城正殿では、宝珠（又は火焔宝珠）を中心に据

えて左右に阿・畔形の龍が向かい合い瑞雲がちり

ばめられている図式が基本的に取り入れられてい

る。この宝珠と龍の組み合わせは建物全体に配置

されているが、宝珠が外側に位置づけられている

ものもあり、宝珠の位置によって龍の方向性も決

まり、龍が守護として取り入れられたか、権威の

象徴として扱われていたか、龍の配置の起因にも

なってくると思われる。

欄間の獅子像、向拝柱の龍、正面の階段・親柱の

獅子像と小龍柱、大龍柱というように大体におい

て交互に配置されている。また、中国の紫禁城の

中の太和殿では、龍と鳳凰という組み合わせもあ

る。首里城の龍と獅子のように数多く交互に使わ

れてはいないが､この関係は一定の決まりの下に、

建物に部分的に見られる。例えば王の椅子には龍、

王妃の椅子には鳳凰という図式は定型になってい

るようである。

龍と獅子の組み合わせの他に、－.般には鳳凰と
かえん

日輪（碑文②）や龍と宝珠（又'よ火焔宝珠）（碑

文①)のなかに瑞雲が施された組み合わせがある。

この配置は、日輪や宝珠を中心に位置づけ鳳凰や

龍を左右から向かい合わせ、その間に瑞雲が入る

_葱;|:|'|鯵lIllliilllillllllll'lilli1imMⅢ潮!Ｌ ‐四宮ﾖー

蝿瀞雪臘
■

■

平成４年に復元された首里城正殿

正面の末広がりの階段には欄干部の前に大龍柱が位置づけられている｡大きな台座を取り払い、

向き合っている大龍柱を正面に向けて写真合成したものである（筆者)①。
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碑文①

火焔宝珠を中心にすえて、阿形・咋形の龍が左右から取り囲むよう

に中心に向かい、周辺には瑞雲が施されている。

この様式は、首里城正殿の唐破風の妻飾にも取り入れられている。
宝珠双龍瑞雲文②

iiii篝iiilll11薑ｉｉｉ鑿,
碑文②

周辺に雲のある日輪を上部中心に位置づ

けて、左右に阿形・畔形の鳳凰が向かい

合う形で瑞雲と共に配置されている。日

輪鳳凰瑞雲文②

碑文③

中心に日輪を配し、周辺には一面に瑞雲

が施されている。日輪瑞雲文②

２．３３体の龍の構成 ①）の関係のなかで様式を作っており、その位置

づけは重要な意味があると考えられる。様式は４

種類あり、その配置は場所によって形態に工夫が

ある｡その内訳について述べると次のようになる。

一つは、宝珠（又は火焔宝珠）を中心に左右か

ら阿・畔形の龍（全身）が向かい合うように構成

され、その間には瑞雲が施されている（図②)。

これは一般に宝珠双龍瑞雲文という図式である。

正殿の建物には龍が阿・畔形一対の様式をとっ

て、左右に位置づけて構成されている。その数は

16対あって32体であるが、その他に１体が建物の

中心に位置づけられて（唐破風上の龍頭棟飾り）

33体になる。

３３体の龍は宝珠（又は火焔宝珠）との配置（図
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浮彫の形で表されている。また、同じ様式を取り

入れながら工夫されているものに、屋根の大棟の

左右に位置づけられている龍頭棟飾りがある（図

③)。龍を取り入れた棟飾りは中国等に例は多い

が、大きさや形態には類似するものは無く、首里

城独自の風格を作っている。この龍頭は、建物内
〈び

部から出てきて大棟を噛む形をとっており、頸力、

ら頭部を表した形態は迫力に満ちて中心の宝珠に

向かって構えた構図を作っているが、その間には

瑞雲（飾り瓦）が配置され、リズム感を与えてい

正殿の建物内部では、－階及び二階の御差床の周

辺の天井額木や内規額木がこの様式（写真①）で

あり、また、－階の御差床の正面上の刺繍で飾ら

れた製落も同様で、中心に火焔宝珠を据え、左側

には咋形の龍、右側には阿形の龍が相対して、そ

の間に五色の瑞雲が表されている。また、この様

式は建物外部にも取り入れられている。正面の唐

破風の妻飾りは最も華やかな箇所であるが、中心

に大きな火焔宝珠を位置づけ、左右から金龍五色

の雲が中心部の火焔宝珠に向かっている（写真

②)。いずれも龍は横からとらえた全身像であり、 る。

図①

○印は宝珠（火焔宝珠）が位置づけられている箇所である。建物の中心から正面

（御庭）に広がりを作るように龍と関係づけて配置されている｡③

全身像の龍（件形） 火焔宝珠全身像の龍（阿形）

図②

庁百浦添御殿普請付御絵図井御材木寸法記」より④

火焔宝珠を中心に据えて、阿形・畔形の龍が左右から構え、周辺に瑞雲が配置さ

れている宝珠双龍瑞雲文の図式は碑文等にもあるが、正殿の建物もこの様式が基

本となって龍が配置されている。
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写真①

正殿の－階と二階の御差床の周辺には額木等に宝珠双龍瑞雲文が配置されている。

写真②

正殿の正面に位置づけられている唐破風にも龍が配置されている。ここは建物の中心

であり、最も華やかさが必要とされる。この箇所に大きな火焔宝珠を中心に据え、そ

れに向かって動的に阿・畔の龍が構える宝珠双龍瑞雲文の様式をとっている。

龍頭棟飾り（龍の頭部と頸で表現）

欝譲篝蔚
ﾐミ1m

図③

大棟の龍頭棟飾りにも宝珠双龍瑞雲文をとっている。棟の左右の先端に龍の頭部を造

り、胴体部は建物の内部から這い出るような暗示を与える大胆な発想を展開させてい

る。左右から阿・畔の龍が棟を噛むように強調した構えを作っている。

－２０１－
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二つ目は、柱に螺旋状に巻いた阿・件形の龍で

ある。この様式は中国や韓国等でも見られる一般

的な表し方であるが、首里城正殿では一・二階の

御差床の前の柱（図④）や唐破風の向拝柱（写真

③）に、絵によって表されている。いずれも極彩

色で描かれ、向かって左側の件形は左脚を上にあ

げて宝珠を握っており、右脚は下の方に構えてい

ろ。右側の阿形は、右脚を上にあげて宝珠を握っ

ており、左脚は対応する形で下に構えている。ま

た、唐破風の向拝柱の内側の柱には、木彫で螺旋

状に彫られている（写真④)。しかし、この龍は

宝珠を握っておらず、その上の妻飾りの中心部の

火焔宝珠と対応させている。この様な事例は中国

等でよく見受けられる（写真⑤⑥)。

図④二階御差床の透視図③

（龍柱のみ筆者修正）

正面左右の柱には、阿形・畔形の

龍の絵が螺旋状に描かれている。

写真③正面階段上、向拝柱

この柱にも阿形・畔形の龍の

絵が螺旋状に描かれている。

一・二階の御差床（図④）の正面の柱と唐破風の下の向拝柱（写真③）には、極彩色の龍の絵が螺

旋状に描かれている。いずれも阿・畔の形態をとり、一方の前脚は宝珠を握って上方柱の中心に、

片方は下に構えて内側に位置づけている。
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写真⑥大政殿龍柱（拡大)⑤写真⑤藩陽故宮大政御與＋王亭⑤

中国の事例、柱に螺旋状に構える龍は、中央上部にある火焔宝珠に対応させている。
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⑨)。この構えは、正面向きを裏付けるものであ

り、龍の流れや方向性から判断してもごく自然な

形である。また、ラオスやチエンマイ（タイ）な

どの宮殿や寺院には、欄干部に相当する箇所に龍

が這って構えを作っている（写真⑩)。この様な

事例からみても龍柱は欄干の流れに沿ってその方

向に向かう事が自然である。

首里城正殿の龍柱と欄干部は、構造的な造りか

らも関連性があり、それを推測すると、龍が這っ

てきてとぐろを巻き、鎌首を持ち上げて構えると

いう時間的な流れも感じられる。それを図式化す

ると龍柱と欄干は、図⑩のような構図が考えられ

る。欄干は龍が這ってくる見立てを構造体として

石材で表現し、龍柱を、欄干の親柱として位置づ

けている。また、龍柱は阿・件形の様式を取り、

仁王像に見られる手の構えをとり入れて、とぐろ

を巻き鎌首を持ち上げて構える態勢を柱の中に盛

り込んでいるなど、かなり込み入った内容を持っ

ている。激しい内容を持つ形態ではあるが、それ

を感じさせない抑制された表現がなされており、

そこに首里城の美意識があると考える。

三つ目は、正面階段の大龍柱（図⑤)、小龍柱

（図⑥）と二階の御差床の龍柱（図④）の様式が

あげられる。この龍柱は、柱に巻き付いた形態で

はなく、龍の胴体そのものが太い柱としての機能

を備え、欄干（高欄）と組む構造になっている。

この龍柱は、とぐろを巻き鎌首をもちあげて威嚇

する態勢が柱になっている（図⑦)。つまり欄干

の柱に阿・畔の形態を盛り込んでいる訳である。

この発想は、おそらく首里城正殿にしか見られな

いユニークな形態ではなかろうか。

二階の御差床の龍柱や正面階段の小龍柱は、い

ずれも龍柱の背面（背骨）に欄干がつながってい

る事から､大龍柱もこの様式であったと推測する。

これは大正12年頃の鎌倉芳太郎撮影の写真⑦や昭

和10年頃の坂本万七撮影の写真⑧の大龍柱後方の

柱の「ほぞ穴」の痕跡から判断でき、欄干と一体

化した構造体だったと推測できる（図⑧⑨)。ま

た、大龍柱の背面に欄干がつながって正面を向い

ていたと考えられるもう一つの理由として、龍柱

の構えが乾隆３年に製作された石垣市・桃林寺の

仁王像の構えと一致する事があげられる（写真

鰹

；
図⑤

大龍柱・阿形である。左右の側面・正面いず

れから見ても一般に見られない形の龍で、太

い四角柱状の胴体が垂直に立ち、前脚が上下

に位置づけられ、尾の下方が巻いているのが

「とぐろ」と考えられるが、殆どそれを感じ

させないほど柱状になっている。（西村原図）
鬘
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図⑥「国宝建造物沖縄神社拝殿図｣⑥

1933年文化庁蔵より

小龍柱も大龍柱と同じ形態・形状をもっている。

｝ )”

とぐろの

部分

図⑦

首里城正殿の龍柱は、龍が威嚇して構える態勢を柱と

して表現している。とぐろ、鎌首、前脚がこの中にあ

る。全体の姿図を右に示すが、潜っている後脚は造ら

れず、暗示を与えている。（西村原図）

－２０５－
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写真⑦鎌倉芳太郎撮影（大正12年頃)① 写真⑧坂本万七撮影（昭和10年頃)⑧

上掲の写真には大龍柱の後方の柱に「ほぞ穴」が見える。大正時代の写真の大龍柱は正面に
向かっているが、昭和10年頃の写真では向き合う形になっている。昭和の写真は、解体修理
後に沖縄神社拝殿として位置づけた後の写真であり、「ほぞ穴一は埋められている。

大
龍
柱
・
胴
体
部
継
面
は

四
角
状
で
あ
る

口

龍柱の後方にある欄干部も、

部の形状は四角柱を基本とし

いる。（西村原図）ている。

図⑧

鎌倉芳太郎（大正12年頃)、坂本万七（昭和10年頃）撮影の写真では、大龍柱の後方の欄干
部の柱には「ほぞ穴」があり、その欄干の笠石、羽目石、地覆石、獅子像が載る親柱の形状
が四角柱状と言う事から判断して、大龍柱の胴体部の四角柱状と関連があると推測する。ま
た小龍柱が、同形態で欄干と一体化して繋がれていることも裏付けになる。
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図⑨

四角柱状の垂直に立つ龍柱の形態から判断す

ると、大龍柱は後方の欄干各部に組まれると

考えられる。（西村原図）

iil
右
前
脚
（
上
）

左
前
脚
（
上
）

右
前
脚
（
下
）

左
前
脚
（
下
）

写真⑨

龍柱に阿形・咋形を取り入れ、前脚に上下のかまえを作っている形態は、石垣市・桃

林寺の仁王像⑨とも一致する。阿・畔の構えの態勢の外側が上に上げた手（脚）で、

内側は下に構えている。龍柱は外側の脚に宝珠を握っているが、仁王像は金剛杵（桃

林寺の阿形には持物は無い）を持っている。この仁王像は乾隆３年であり、首里城正

殿の再建は乾隆33年である。構えと守護の発想は一致し、同時期のものといえる。
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写真⑩ラオスの宮殿

宮殿の階段両袖は、龍が這っているような形態で具体的に造られている。

それは弧を描き勢いがあり、頭部を持ち上げて威嚇している態勢である。

鍵

轡 露

|《1,讓藝 嚢篝i藝菫雪！！
鬮

図⑩

龍柱の背面（背骨）には欄干がつながっている。これは流れや方向性を示すと考える。
龍柱のとぐろを巻き、鎌首を構えている態勢を考えると背面につながる欄干は、龍がjｉ月旦｢上u」こくつき巷さ、巍自乞砺えている態勢を考えると背面につながる欄干は、龍が這ってく

るという想定がなされていると考える。形態的には激しい内容をもっていながら欄干と組むよ
うに一体化された龍の形には、首里城正殿にしかない美意識があると考える。（西村原図）
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四つ目は､唐破風の棟が龍の胴体として造られ、

御庭（正面）に向かって構える龍頭の棟飾りが上

げられる（写真⑪)。龍が－体で表されているの

Ｉまこの位置だけであり、建物の中心に位置づけら

れる重要な箇所でもある。
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正殿の平面図

唐破風の龍頭棟飾りと大龍柱の位置と方向

写真⑪

これまでの三つの様式は、阿形・畔形の対で龍を表しているが、唐破風の屋根の棟の龍は棟を胴

体として、二階の屋内から這い出るように御庭に向かい構えている。ここは建物の中心であり、

大きな口を開けて構える龍が象徴的に作られているが、その龍の前脚を連想するのが正面階段の

末広がり欄干部である｡この龍頭棟飾りに対応させているのが妻飾りの火焔宝珠であると考える。

もう一端は、正面階段等の末広がりの流れを汲む

形で、大龍柱が御庭へと向かう。筆者はこの流れ

を龍脈（図⑪）と名付けたが、龍の流れや方向性

を関連させ、「気」のもつ意味合いからも十分に

工夫された正殿全体の構成である。龍柱や龍頭棟

飾りの形態が、激しく気迫に満ちた態勢でありな

がらその様に感じさせない所に、抑制された首里

城の美意識があると考える。

首里城では、この様に四つの様式を用いて龍の

配置がなされている。これら四つの様式から推測

すると､宝珠双龍瑞雲文の中心部(宝珠）に向かっ

て左右から相対する図式は、左右の関係を作り、

「気」を中心へと向かわせている。また、上下に

は柱に螺旋状に上っていく龍の構えにより関係を

つなげ、さらに正面性の構えを作る唐破風の龍頭

棟飾りに龍の構成の一端が収束する。龍の構成の
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りゆうとうむねかざ
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大育圓柱

図⑪首里城正殿の龍脈の流れ（西村原図)①

龍の配置から想定すると、左右から中心へ、

中心から前方へと流れがある。

3．龍頭棟飾りの形態 いる。頸の曲勢は、大棟に力強く食い込んでいる

ように暗示を与える形態で、棟を噛んでいく口辺

部へとつながっている。ヘビ類を研究している者

からの示唆では、ヘビは獲物を捕らえるとき、下

顎を当ててから牙を刺すと言う（写真⑬)。この

事は、この龍頭にも該当するのである。顎が棟に

食い込むように造られていて、低い態勢で睨み付
つの

けるように宝珠に向かっている。たてがみや角等

にも勢いを与えている工夫は、首里城正殿独自の

ものと考える。

龍と宝珠の関係を作りながら、龍柱や大棟と唐

破風の龍頭棟飾りは独自の形態を持っている。い
くぴ

ずれも頸に勢し､を与え、生命力を感じさせている

が、龍柱には動的でありながら柱という機能から

来る抑制された美意識がある。

大棟の龍頭棟飾り（写真⑫）にも一般には知ら

れてない側面がある。この棟飾りは、頸と頭部で

表されているが、形態には激しい内容が含まれて
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iii讓讓i憲篝讓謬！

;ＦＡＩ蕊ﾑョ
写真⑫龍頭棟飾り（縮尺石膏像・西村製作）

明治・大正時代の最も原形を止めている形態を分析して復元する。

頸が曲勢を描き、その勢いで大棟を噛んでいく様子を表している。

写真⑬ハブが獲物を捕らえる瞬間を表している｡⑩

ハブが獲物を捕らえるとき、下顎を先に獲物に当ててから

上顎の牙を刺すと言われる。この生態の特徴が龍頭棟飾り

の下顎と大棟を噛んでいく様子や頸の曲勢からうかがえる。

4．龍の正面性（フロンタリティ性） 町時代に最も流行した日本の建築様式である。一

方、正面の石造りの欄干と階段は中国等でよく見

られる造りである。石組の欄干に獅子像が置かれ

ている事や唐破風の位置づけから見ても、建物の

正殿の建物は､御庭に向かって唐破風が造られ、

それによって華やかさを作っている。唐破風は室
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正面という通常の構えはうかがえるが、ここにあ

えて龍と宝珠を組み合わせている所に注目した

い。

まず、唐破風の妻飾りの中心部には大きく火焔

宝珠が位置づけられ、その左右から阿・畔形の龍

が向かい合うように配置されている（写真④)。

また、唐破風の屋根の中心部には、龍頭棟飾りが

正面に向かい構えている。一般には、龍頭棟飾り

と言われているが、正確には龍の頭部だけが造ら

れているのではなく、胴体部があり、しかも頸を

もちあげて構える態勢をとっているのである（写

真⑪)。二階の屋内から這い出るように造られて

いる龍の胴体は、屋根の棟になっているが、前脚

'よ造られてない。その前脚を暗示させているのが

末広がりの欄干部、前脚を広げて構える末端が大

龍柱とも考えられる（図⑫)。火焔宝珠を中心に

据え二階の屋内から屋上に突き抜け、正面に向け

て構える龍（龍頭棟飾り）と末広がりの欄干部の

龍（阿形・畔形の大龍柱）の三点（図⑬）は、正

面性を意識した構えであり、火焔宝珠と龍との位

置関係を明確に打ち出した構図を作っている。

また、この構図を作る正殿の建物はコンパクト

な造りでありながら、末広がりの階段を造ること

によって遠近感を増し、御庭に広がる空間も造ら

れ、正殿全体を大きく見せる工夫となっていると

考える。

lllIIllllMlIl

Ｉ |’

lIll
、

図⑫正殿・平面図③

唐破風の龍頭棟飾りでは、棟が龍頭の胴体になっている。その龍の前脚
を暗示するのが末広がりの欄干部であり、その末端に大龍柱がある。

－２１２－



西村：首里城正殿の龍の配置と様式についての考案

図⑬正殿・正面図③

大龍柱を正面に向けると、唐破風の龍頭

棟飾りとの三点（Ｃ印）の位置がIF面'憐

を強調した構図になる。

首里城正殿は左右対称形の建物であり、その正面性を龍や獅子像の配置によって

強調している。正面には龍と獅子像を交互に取り入れて構えを作っているが、そ

れを最も強調しているのが唐破風や末広がりの階段や欄干であり、その中に大小

の龍柱の構えを取入れている。唐破風の中心の龍頭棟飾りと末広がりの欄干の末

端に位置づけられている大龍柱は、三角形を描いている。この三点は、正面向き

を強調する構図である。

おわりに 正殿の建物は、左右対称形をなし、正面性のあ

る構えを作っているコンパクトな宮殿である。そ

の左右対称形の建物では唐破風や末広がりの階段

・欄干部等が正面性をとっているが、それをさら

に強調させるように組み合わされているのが龍の

配置である。また、その形には、阿形・件形とい

う構えの構図を徹底して取り入れている。その構

えは内的には生命感のある激しいものを持ってい

るが、それを各部の形状に合わせて溶け込ませて

いるところに首里城正殿の素晴らしさがある。

この稿では龍と宝珠を中心に取り上げたが、龍

の配置にはかなり工夫された形態を活かしての流

れがあり、これを読み取ることが首里城を理解す

首里城正殿には、見ただけでは気付かない意匠

がある。その中で最も顕著であるのが龍で、その

形態は、一定の様式ではない。例えば、素材とし

て石、木、陶を使用しているが、それぞれの特質

を活かし、形態にも工夫が凝らされている。屋根

の龍頭は陶という素材の特色を生かした形態を

とっているし、正面の欄干部には石材の組み合わ

せによって大小の龍柱という独特の形態を造り上

げている。いずれも、その構成は、宝珠との関係

をもとに組み合わされているところに正殿の特性

がある。
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⑤「中国美術全集建築藝術編１宮殿建築」中
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1987年12月
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月岩波書店
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1982年２月新屋図書出版
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